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ア : 与 式 =点
ィ : よ =式 9 - 8

烈

ら : 5 式 =

lOxyz × 3x

- 5 Y
= - xy～

ェ : 与 式 =

3 (2x - y ) - ( 5 xty )

3

=

6x - 3 y - 5 x - y
3

x - 4 Y
=

3
mm

オ : 与 式 = √
5
- 2√5 t 3√5 - 6

= 5 - √5 - 6
= 1- √5
m

(2 ) l = 2π r
2 πr= C

⇒ r =

2π

t
く

m～



(3 ) xs = 9x
⇒ xs - 9x = 0

⇒ x (x - 9 ) = 0

∴ x = 0
.
9

m～

(4) y は x に 比例 するので Y = ax とおく
x = - 3 のとき y = 18 なので
18 = - 3 a * a = - 6

よって y =- 6
x

で x = きのとき

y = - 6 × 王
= - 3 ∴ y = - 3

m

(4) 正 n 角形 の 内 角 の 和 は
180 (n - 2 )

である
。
また 。 1 いの 内 角 が140 のとき 正 n 角形

の 内角 の 和 は
140 n

よってて

180 (n - 2 ) = 14 On

180 n - 360 = 14on

4On = 360

n = 9
mm



(6 )

ア : 以 下 のような 点 が 考 えられるため 誤 り
～< もうつの 点 は
Q 同 じ 平面上 にない

v 平面

2 つの 点 は 1 つの 平面上 にある

イ ～ ウ : 2 つの 点 直線 は 1つの 平面 で

決 まるので 正 しい

よて 答 えは及
差が 6 占

いい(7 )
7番 17
ー

8番目ミ

→ ヒ
邰 O O O 2 0 0 0 O 0 邰 O O O

ハ

中央値

7番目 の 生従 の 回数 を x回 とおと
8番 目 の 生従 の 回数 は

x

+ 6 回 である m
～

7番目 の 生従 との差 が 6回
また 、 中央値 は
x t xt)

=

2xt6
= x +3

2 2

でありこれが 48 0 回 なので
xt 3 = 48 : . x = 45

よって
7 番目 の 生従 は 45回 ~

～



( 8 )

AOT に 対 する 円周角 は
等 しいので

(0,4 ) LOPA = LOBA

∴ LOBA = 300
160 .

.

" LAO B = 90 ” であるから{ 議
X

300

OAOB は 30? 60? 90 の
/,

い i
( 直角 = 等辺三角形 で

ある
。

よって
OA ; AB: OB = 1 : 2 : √ 3

OA = 4 であるから
OA : OB -
～

l : √3 ∴ OB= 4 √3
4

LAOB = 900 より AB は 円 の 直径 である
～～～

直径 に対 する 円周角 は 900

したが 2 円 の 中心 は 線分 AB の 中点 である
。

この 中 心 の 点 をメとすると

X の x 座標 =

O + 43
=警 =232

X の Y座標 =

4 t 0
= 告 = 2

2

よて 円 の 中 心 の 座標 は ( 2√3
.

2)
mm



(補足 )

1"
/

中点

'
'

.is" ud )

Ala , b )
,
Blc , d )において 線分AB の 中点×

の 座標 は

X の x座標
=x 座標どうしの和

…

2 2

X の Y 座標 =d… 座標どうしの和2

回
()

ア : 2 m t 2 n = 2 cmen )
mm

ィ ∵ m t n は 自然 数 なので 2 (m tn ) は

必 ず 偶数 になる
~

～

: 異 なる 2つの 自然数がともに偶数であるがウ~ オ

その 積 が 8 の 倍数 にならない 数の 例 を

挙 げれば 良い
。 例 えば

2 × 6 = 12
^“ ェォ

2
.
6 はともに 数偶、 であるが 12 は 8 の

倍数でない



(2 )

ァ : 左 の 袋 から 白玉 1個 を 取り 出 す確率は
2き

右 の 袋から 白玉い 人 を取固 り 出 す確率 は

ま
よって 2つの 袋 から 取 り 出 す 玉 がどちらも白玉
である確率 は

方 × ま =
ィ
⑤ 赤 玉 の 取 り 出 し 方 はなの 袋 から 1 通り

右 の 袋 から 1通りなので
1 × = 1 通 り
～

① 白王 の 取 り 出 し 方 は 左の 袋 から 2通り
右 の 袋 から 2通りなので

2 × 2 = 4通 り
～m

白王、 の 取 り 出 し 方 は 左の 袋 から 通り③ 3

右 の 袋 から 通りなので3

× = 通 り
m

3 3 9



③ 赤王1個 と 白 王 1 個 の 取り 出 し 方 は
ら) 左 の 袋 から 赤 を 取り 出 す ⇒ 1 通 り

右 の 袋 から 白 を取 り 出 す ⇒ 2通 り
: 1 × 2 = 2 通 り

( : ; ) なの 袋からを取 り 出 す ⇒ 通 り白 2

右 の 袋 からを取 り 出 す ⇒ 通 り赤 つ

∴ * = 2 通 り2
1

よて
2

+ 2 = 4 通 りmm

王1個 と 王1 個 の 取り 出 し 方 は⑤ 白 黒
i( ) 左 の 袋からを取 り 出 す ⇒ 通 り白 2

右 の 袋 からを取 り 出 す ⇒ 通 り黒 3

∴ * = 通 り2 3 6

( ii ) なの 袋からを取 り 出 す ⇒ 通 り里 3

右 の 袋からを 取 り 出 す ⇒ 通り 2

∴ と = 通 り3 2 6

よて ← = 通 りmm6 6 12

王 1個 と 王 1 個 の 取り 出 し 方はか赤 黒
i ( ) 左 の 袋からを 取 り 出 す ⇒ 通り赤 1

右 の 袋 からを取 り 出 す ⇒ 通 り黒 3

: 1 × = 通 り3 3

( ii ) なの 袋からを取 り 出 す ⇒ 通 り黒 3

右 の 袋 からを取 り 出 す ⇒ 通 り赤 1

: × = 通 り13 3

よ。 て 。 「

=

通りmn3 3 6



以 上 より 最 も 起 こりやすのは⑧ である
m

2通り

③
い )

三角 す BQFP の 体積
= I × 4 × 3 × 6 × 5
～

m

1 LQFP 高さ
= 12 cm～

6

l ッ
い

3

～ 4
ノー

(2 )

点 R から 辺 EF を
通て 点 P まで 糸 を

かいけるとき 糸 の長さが
最も短くなるのは

R 辺 EF 上 の 中 点 を

甲 通 るときである
。

:
3

1 辺 EF の 中点 を S E
:く い ⑤ い ー 3 するるィ\ ノ

3 S 3



ORF S で 三平方 の 定理 より
一

RS = V32333cm2 √
99 =T8 = 3Ʃ

OSFP で 三平方 の 定理 より

3
Bcm
2 =√99 =8 = 3☆SP = √ 3 ' t 32

よって 糸 の 長 さは
RS T SP = 3f + 3f

= 63cmmm

(2 )

ア
OBCD と OACE に

おいて
,

OABC とODCE は

正 = 形 だから一角
BC = AC … ①
CD = CE … ②
～あ

< BCD =∠ ACE = 600 … ③
mmn

①
.
②

.
③ から

2 組 の辺 とその 間 の 角
～③

がそれぞれ等 、
ので
OBCD ≡ 0 ACE (証明終わり )



、

n
、"

a
1

La
.

ABTBC TCE TAE = 21 …DABCE の 周
の

～ aa 長さが 21 cm

よて

AE = 21 - a - a - b
= 21 - 2a - bcmmmm

(イ )

AD = AC - DC

ay = a - bommmm

aハ
。

アより OBCD ≡ LACE

なので

1 . BD = AE

( ア ) より AE = 21 . 2a - b なので

BD = 21 - 2a - b cm



ABTBD + AD = 13 cm … OABD の 周 の 長さ
～ n m

a 21 . 2a - b a - b が 13 cm

∴ . a t 21 - 2 a- b t a - b = 13

21 . 2 b = 13
_ 2 b = 13 - 21

= - 8
よて b = 4cmmmm

点 B は y =- 4
が 上 にありy =- 4 なので

- 4 =
-
94 x *4x = 36

x= 9
∴ .x = ± 3

点 Bo x座標 は 負 なので
x

= -3
mm

(2 ) y = ax ' において x が P から f まで 変化 する
ときの 変化 の 割合は alp + q )mm で 表 される

。

ょって y -
4x において x が 3 からまで6

変化 するときの 変化 の 割合は
-

4
(

3+ 6 ) = - 94 × 9

= - 4
mm



(3 )

A ( 2. - 4 )

. B( - 3 -4 )
D 3-3
2、ー3、 . より0 ⑦

2 ) AB = 2 - (-3 ) = 5議 率
AB = AP より

AP = 5
～

点 A から x軸 に垂線
を 下 ろした 足 を D とする

。

A (2 , - 4 ) より
AD = 4

よって OAPD で 三平方 の 定理 より

p = D5 - 4
)～

=⑪- 10 =√9 = 3

= 3
m

したがて

PO = 2 t 3 =5

よって 点 P の 座標は ( 5 . 0 ) ～
～



(4 )

点 C は Y = - 94 x上 に

あり x = 6 なので

( - 3, .
- 4) ←

(2 , 4 ) y = - 94 × 62
……

ー

3
= - 94036

@
= - 16

(O, - 8 ) : ∴
C

( 6 . - 16 )

線分 BC と Y軸 との
交点 を E とする

……
6 線分 BC の 式 を.

(6 ,

.

- 16) y = ax tb とおくと 、

に欠関数では 傾 き = 変化 の 割合 なので

a :
Y の 増加量 B (-,- 4 )

〉田

xの 増 加 量 9
- 12

- 16 - (- 4 )
=

6 - (- 3 ) C ( 6 . -16)
r

=丫
= - 世



よて y
= -5 xtb で B ( - 3. - 4 ) を通 るので

-4 = - × -3) tb ⇒ b = - 8

∴ 線分 BC : y = - 4 x - 8
よって ( 0, -8
)～

E ^

ここで

リ き o (2 , - 4 )

O OBA =±× 5 × 4

ょ = 1 ⑩

ー OBAC = Ix 5 × 6.、 丫 o = 30
⑩

E(

0,. 8 )
BOBCA = OOBA TOBAC

= 10 t 30

= 40

であり

OBAE = Ix 5 × 4
…

…イ
6

= ( ⑩

であるから
DOBEA = L OBA TOBAE = 10 t ( 0 = 20

mm

O AEC = L BAC - OBAE = 30 -10=2
となりAE が □ OBCA を =等分 する直線
よて AE が 求 める直線 直線 の 式 である
この 式 を Y = mx - 8 とお 、

…



A ( 2.- 4 )
を

通 るので
ー 4 = 2m - 8

2 m = 4 : .m = 2

よて 求 める 直線の 式は y = 2 x- 8mm

⑤
( い )

あ : 自宅 から 分速 75m で 20 分 歩 きバス停 に

着 たので 、 自宅 からバス停 までの距離
は

75 × 20 = 1500mm

①

① ⑨
グラマバスを待ってた 時間はより

2 . 20 = 9喂9



③
⑨

10500 1m
p

ら001

⑨ ⑪
グラフより

バス停 から 専物館の距離: 12000 - 1500
= 10 500m

バスに 乗っていた時間 : 43 . 29 = 14分
したがってバスの 速 さは

10500 ÷ 14 = 750

∴ 毎分 750mmmm

(2 )

ア 自宅 から 博物館まで 12000m であり
、

分速 250 m の 速さで 進んだので 移動した
時間 は

12000 ÷ 250 = 48分
～

マエさんが 自宅 を 出発 して 7分後 に 兄 が 出発
したので 兄 が 博物館 に着 た時間 は



7 t 48 = 55 ⇒ 10時 55分
よって ( 7, 0 ) , ( 55, 12000 )を 通 る直線となる

⑪

⑪

仏

⑤

'
⑨

: 2 人 の 距離 は 徐 R に 離れる
: 2人 の 距離は 徐々 に 近 づく、
: 2 人 の 距離 は 徐 R に 離れる
2人 の 距離 は 徐 R に 近づく%



グラフより 2人 の 距離が最 も 離 れるのは
⑦ と ⑨ の 境界 でありそのときの 時間 は
午前 10 時 29 分であるmmmmw

県⑨～⑦ 22分

このとき
。 マユさんはバス停にいるので 自宅 から

1500m の地 点 にる
兄 は 分速 250 m で 22 分 進 んだので 自宅 から

250 × 22 = 5500 m

の 地 点 にる
したがて 2 人 が 離 れていた 距離 は

5500 - 1500 = 4000 m
～

(3) ( 2000m の 距離 を分速 250 m の 速さで進むと
、

12000 ÷ 250 = 48 分
かかる

。
したがって 10 時 43 分 に 着 くには

9時 55分 に 自宅 を 出れば 良 い
～～ 入 10時43分 の 48分前


